
 

活動名：第 2１回常葉カップ U１２ 

日 程：令和 4年 7月 16日（土）・17日（日） 

会 場：田村市陸上競技場 

参 加：T6・L100 １１名 

帯 同：熊坂コーチ 

サポート：貝和コーチ 

結 果：VS小野  ８：0  

VS猪苗代 ４：0 

VS常葉 勝ち  準決勝 

ＶＳ柴宮  ０：６ 決勝  

報告（熊坂） 

テーマ 

   １対１の攻守において全力で戦うこと。 

   特練で設楽コ－チから教わったボールの受け方やシュ－トにチャレンジすること。 

   1つ 1つのプレ－を丁寧に、そして考えながらプレ－すること。 

   全ての試合が決勝戦だと思いながら全力プレ－で最後までやりきること。 

 

良かったところ 

   準優勝出来たことが素晴らしかったです。選手の皆さん、おめでとうございます。 

 

特練で２週にわたり設楽コ－チから教わったことで、ボール受け方やシュ－トに改善

が見られました。ＤＦの裏を取ることが出来たり、サイドから崩してクロスをダイレ

クトでシュ－トといった場面が増えました。また、自分のシュ－トレンジで積極的に

シュ－トを打ってくれました・・・決定力向上とまでは言えませんが（泣） 

 

Ｔクラスの６年生もＮＡＣカップでの経験もあり随所に光るプレ－を見せてくれま

した。キレのある鋭いドリブルやグラウンダ－で正確なクロスを出したりとさすが６

年生と思わせてもらう場面がありました。 

まだ遠慮気味なところもあるので、自分の長所を理解し、自信を持って自分を表現し

てくれたらもっとプレ－が良くなると思います。 

 

決勝戦ではフィジカル・技術・運動量で大きな差があり、点差も開くかなり厳しい試

合となりました。それでも誰一人下を向くことなく最後まで全力で戦いきってくれま

した。ハーフタイムに１点を取ろうと声をかけていましたが、どんなに失点しても自

分達で「１点返そう」と声を出して鼓舞する姿は立派でした。 

諦めない気持ちを持って戦いきった選手達は尊敬に値すると思います。 

 

 

 



  課題 

   チャンスを作ることが出来ていましたがシュ－トの精度がまだまだでした。 

   また、ＤＦの裏を取って抜け出しＧＫと１対１の局面を作り出しても、ＧＫ正面に

蹴ってしまい防がれたりしていました。 

   シュ－トを沢山打って「感覚」を養うこと、ゴール前での冷静な判断、ＧＫとの駆

け引きなども学んで、決定的な場面を確実に得点に繋げていって欲しいと思います。 

 

   何度も書いていますが浮き球の対応が正直、酷いです。 

   技術的なところもありますが、１番の問題はボ－ルを怖がって逃げているところで

す。決勝戦では柴宮さんのＣＫのボールがあまりに鋭く、アーレの選手たちはゴー

ル前から逃げて中央で柴宮さんの選手３人がフリ－となっていました。これでは失

点して当然でしょう。 

攻撃の場面でも、クロスボ－ルに対して地面を見てヘディングしようとしていまし

た。ボールを見ていなければ当たるはずもありません。 

ボ－ルの怖さを払拭出来るようになってくれたらと願うばかりです。 

 

  出来事 

   初日に常葉さんとのフレンドリ－マッチがありました。 

   常葉さんに助っ人として熊田君（キャプテン）、古川君（副キャプテン）、穂積君の

３人が入りました。アーレの中心選手達です。 

   ３人の活躍もあり試合は２－３で敗れました。 

   試合後に仲間に負けた悔しさから涙を流す選手達の姿がありました。 

   意味のあるフレンドリ－マッチとなりました。 

 

   ２日目の朝、早くきた選手達が集まり話し合いをしていました。 

   優勝という目標に向けて自分達で積極的にミーティングを実施していました。 

大会にしっかりと向き合ってくれていることがとても嬉しく、また頼もしく感じまし

た。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


